
鈴木氏は、平成3
年5月に伊奈町議会
議員に当選し、連続
6期23年の長きにわ
たり地方自治の振興
発展に尽力されまし
た。このたびの受章
は、その顕著な功績
が認められたもので
す。

坂井氏は平成18
年11月に教育長に
就任し、町および
県の教育の充実・
発展に多大なる貢
献をされました。
また、平成25年

度からは埼玉県町
村教育長会会長と
しての重責も担っています。
このたびの受章は、地方教育行政の顕著

な功績が認められたものです。

10
月
19
日
、
上
尾
市
上
平
公

園
で
消
防
協
会
上
尾
支
部
（
伊

奈
町
・
上
尾
市
）
の
消
防
団
と

消
防
署
合
同
の
特
別
点
検
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
季
節
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
消
防
団
員
お
よ
び
職
員

の
士
気
を
高
め
る
と
と
も
に
、

出
動
体
制
の
確
立
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

点
検
終
了
後
、
同
協
会
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

埼埼
玉玉
県県
消消
防防
協協
会会
表表
彰彰

二
等
功
労
章

矢
部
剛
（
副
分
団
長
）・
斎
藤

政
利
（
部
長
）・
鈴
木
純
一
郎

（
団
員
）

三
等
功
労
章

東
健
太
（
団
員
）

機
関
技
能
章

加
藤
直
秀
（
班
長
）・
加
藤
岳

史
（
班
長
）・
戸
井
田
康
隆
（
班

長
）上上

尾尾
支支
部部
表表
彰彰

特
別
功
労
章

細
田
研
（
分
団
長
）・
細
田
睦

（
副
分
団
長
）・
山
口
敏
彦（
部

長
）・
山
口
和
宏
（
部
長
）・
金

田
隆
伝
（
班
長
）・
加
藤
直
秀

（
班
長
）・
加
藤
岳
史（
班
長
）・

川
田
茂
徳
（
班
長
）・
中
島
昭

二
（
班
長
）・
戸
井
田
隆
司
（
班

長
）・
小
宮
一
郎
（
班
長
）・
戸

井
田
厚
彦
（
班
長
）・
戸
井
田

康
隆
（
班
長
）・
矢
部
正
樹
（
団

員
）・
横
塚
弘
二
（
団
員
）・
矢

部
良
平
（
団
員
）

一
等
功
労
章

細
田
浩
二
（
班
長
）・
出
野
貴

啓
（
団
員
）

二
等
功
労
章

上
野
広
勝
（
班
長
）・
釈
迦
堂

司
（
団
員
）・
戸
井
田
直
之
（
団

員
）・
野
川
太
樹
（
団
員
）

三
等
功
労
章

川
田
賢
興
（
団
員
）

精
勤
章

上
野
広
勝
（
班
長
）・
戸
井
田

隆
（
団
員
）・
出
野
貴
啓
（
団

員
）

勤
続
章

東
健
太
（
団
員
）

優
良
消
防
団
員

細
田
研
（
分
団
長
）・
中
島
昭

二
（
班
長
）

秋秋
のの
叙叙
勲勲

瑞
宝
双
光
章
を
受
章

齋藤 昇氏
（柴中荻）

齋藤氏は、昭和33年
から長年にわたり消防
団活動に貢献され、平
成2年からは消防団長
として活躍されました。
このたびの受章は、そ
の功績が認められたも
のです。

矢崎 廣江氏
（中央）

矢崎氏は、昭和55年
から平成25年まで、民
生委員・児童委員とし
て社会福祉の向上に貢
献されました。このた
びの受章は、その功績
が認められたものです。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章
を
受
章

栁本 俊夫氏
（小貝戸）

※掲載の承諾をいただいた方を紹介しています。

坂井 貞雄氏

文
部
科
学
大
臣
賞
を

受
章

上尾・伊奈合同
消防特別点検を
実施しました

栁本氏は、長年にわた
り上尾市消防本部職員と
して消防活動に尽力され
ました。このたびの受章
は、その功績が認められ
たものです。

消
防
功
労

故 鈴木 明氏
（細田山）

従
六
位
旭
日
双
光
章

を
受
章

瑞
宝
単
光
章
を
受
章
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一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
健
や

か
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
全
国
一
斉

に
ス
タ
ー
ト
す
る
制
度
で
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
で
何
が
変
わ
る
の
？

お
子
さ
ん
を
預
け
る
場
所
の
選

択
肢
が
充
実
し
ま
す
。

幼
稚
園
や
保
育
所
の
ほ
か
に

「
認
定
こ
ど
も
園
」
や
「
地
域
型

保
育
事
業
」
と
い
っ
た
施
設
・
事

業
の
中
か
ら
、
お
子
さ
ん
を
預
け

る
場
所
を
選
べ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。す

で
に
お
子
さ
ん
が
施
設
を
利

用
さ
れ
て
い
る
場
合
、
新
制
度
移

行
後
も
、原
則
と
し
て
同
じ
施
設
・

事
業
を
引
き
続
き
利
用
で
き
ま
す
。

保
育
所
等
を
利
用
す
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

保
育
所
等
を
利
用
す
る
際
、「
支

給
認
定
」（
お
子
さ
ん
の
保
育
の

必
要
性
を
認
定
す
る
手
続
き
）
を

受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
年
齢
と
保
育
の
必

要
性
に
応
じ
て
次
の
3
つ
の
認
定

区
分
が
あ
り
、
そ
の
区
分
に
よ
っ

て
利
用
で
き
る
施
設
・
事
業
が
異

な
り
ま
す
。

現
在
の
家
庭
保
育
室
は
、
新
制

度
で
は
町
の
認
可
施
設
（
小
規
模

保
育
事
業
）
と
な
り
ま
す
。
利
用

の
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
認
可
保

育
所
と
同
様
に
町
に
利
用
の
申
込

み
を
し
、
町
で
利
用
の
決
定
を
し

ま
す
。

小
規
模
保
育
事
業
所
を
利
用
で

き
る
入
所
基
準
は
認
可
保
育
所
と

同
様
で
す
。
申
込
み
が
多
数
の
場

合
、
認
可
保
育
所
と
同
様
の
方
法

で
利
用
調
整
し
ま
す
。
な
お
、
保

育
料
に
つ
い
て
も
町
の
認
可
保
育

所
と
同
様
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
3
歳
以
上
も
引
き
続
き

保
育
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
受
け

入
れ
先
を
町
が
確
保
し
ま
す
。
小

規
模
保
育
事
業
所
の
利
用
申
込
の

受
付
は
、
認
可
保
育
所
の
二
次
の

申
込
み
の
と
き
に
併
せ
て
行
い
ま

す
。
詳
細
は
1
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

現
在
利
用
し
て
い
る
家
庭
保
育

室
を
継
続
し
て
利
用
さ
れ
る
場
合

に
つ
い
て
は
、
そ
の
施
設
を
通
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
に
つ

い
て
詳
し
く
は
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w

w
w
8.cao.go.jp/

shoushi/shinseido/

※「
現
行
制
度
の
ま
ま
の
幼
稚
園
」

を
利
用
す
る
場
合
は
、
原
則
と
し

て
「
支
給
認
定
」
の
申
請
を
行
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

3号認定
0～2歳で、保護者の就
労等により保育を必要と
する方

認定こども園、保育所、
地域型保育事業

保護者の就労時間等によって、施設・事業を利用でき
る時間が保育標準時間認定（1日11時間）と保育短時
間認定（1日8時間）の2種類に分けられます。

2号認定
3～5歳で、保護者の就
労等により保育を必要と
する方

認定こども園、保育所

1号認定
3～5歳で、教育を受け
る方（保護者の就労等の
要件はありません。）

新制度に移行する幼稚園、
認定こども園

教育標準時間認定：1日
4時間程度

認定区分

対象となる
お子さん

利用できる
主な施設・事業

施設等の
利用時間

平
成
２７
年
４
月
か
ら
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どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
もももももももももももももももももももももももももももももももも
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
てててててててててててててててててててててててててててててててて
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」がががががががががががががががががががががががががががががががが
スススススススススススススススススススススススススススススススス
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
しししししししししししししししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

〈現行制度〉
幼稚園（3～5歳）
小学校以降の教育の
基礎をつくるための
幼児期の教育を行う
学校
利用時間
4時間程度の教育の
ほか、教育時間前後
や夏休み等の預かり
保育などを実施
※私立幼稚園は、新
制度に移行するか、
現行のまま継続する
かを選択できます。

保育所（0～5歳）
就労などのために家
庭で保育できない保
護者に代わって保育
を行う施設
利用時間
11時間までの保育の
ほか、保育時間前後
の延長保育などを実
施

認可外保育施設
（0～2歳）
町の認定基準を満た
す認可外保育施設
（家庭保育室）
利用時間
8～11時間までの保
育のほか、保育時間
前後の延長保育など
実施

〈新制度〉平成27年4月～
現行制度のままの幼稚園（3～5歳）
利用時間 4時間程度の教育のほか、教育時間前後
や夏休み等の預かり保育などを実施
保育料 幼稚園で保育料を決定します。（幼稚園就
園奨励費補助金による助成制度あり）
※27年度は町内の幼稚園すべて現行制度のまま継続
します。

新制度に移行する幼稚園（3～5歳）
小学校以降の教育の基礎をつくるための幼児期の教
育を行う学校
利用時間 4時間程度の教育のほか、教育時間前後
や夏休み等の預かり保育などを実施
保育料 町で世帯の町民税額により保育料を決定し
ます。

認定こども園（0～5歳）
幼稚園と保育所の機能や特徴をあわせ持ち、幼児期
の学校教育と保育を一体的に提供する施設
利用時間 4時間程度の教育と8～11時間の保育、
一時預かりなどを実施
保育料 町で世帯の町民税額により保育料を決定し
ます。

保育所（0～5歳）
就労などのために家庭で保育できない保護者に代わ
って保育を行う施設
利用時間 8～11時間までの保育のほか、保育時間
前後の延長保育など実施
保育料 町で世帯の町民税額により保育料を決定し
ます。

地域型保育事業（0～2歳）
少人数の単位で、0～2歳の子どもの保育を行う事
業（小規模保育事業）
利用時間 8～11時間までの保育のほか、保育時間
前後の延長保育など実施
保育料 町で世帯の町民税額により保育料を決定し
ます。
※27年度からは、町の認可を受けて実施されます。

問

子
育
て
支
援
課
�内
２
１
２
７
・
２
１
２
８

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
と
は
？

新
制
度
移
行
に
伴
い
家
庭
保

育
室
の
利
用
手
続
き
お
よ
び

保
育
料
が
変
わ
り
ま
す
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